
【警告】

1. 使用後の採血針には触れないでください。［感染の危険性が

あります。］使用後の採血針は速やかに廃棄してください。

2. 感染の危険性があるため、採血部位の消毒を必ず行ってく

ださい。また、採血後はばんそうこうなどで止血と保護を行っ

てください。傷口が治りにくいときには、こまめに消毒してくだ

さい。

3. 確認窓に黄緑色の表示が出ている状態で放置しないでくだ

さい。［誤って穿刺される危険性があります。］

【形状 ・ 構造及び原理等】

本品は、本体、穿刺ボタン、確認窓、深さ調節ダイヤル、深さ表示

部、つまみで構成されます。

原理 ： 本体内部のスプリングの張力により採血針を本体先端より

突出させ、穿刺する。

組み合わせ医療機器

・  採血針（一般的名称 ： 単回使用自動ランセット）

・ 販売名（ジェントレット針）

医療機器製造販売認証番号   20600BZZ00900000

【使用目的又は効果】

本品は血糖値などを測定するために使い捨ての専用の採血針を

用いて少量の血液を採取するための器具です。本品は、針が皮

膚を穿刺する深さを 6 段階に調節できます。

【使用方法等】

1. 採血針を本体先端にまっすぐ挿入し、取り付けます。このとき確

認窓全体が黄緑色になるまでしっかりと押し込みます。本品に

は、専用の採血針（販売名 ： ジェントレット針）を使用ください。

2. 採血針の保護キャップを半回転以上回したのち、引っ張りなが

ら回して外します。回転が不十分な場合、保護キャップは外れ

ません。外した保護キャップは速やかに廃棄してください。

一度保護キャップを外した採血針は、再度保護キャップを装着

（リキャップ）しないでください。

3. 本体に取り付けた採血針の先端を採血する指の目的の場所に

つけ、穿刺ボタンを押すと針が射出されます。これにより少量の

血液を得ることができます。

4. つまみを押して、使用済みの採血針を廃棄してください。

機械器具  49   医療用穿刺器、 穿削器及び穿孔器

一般医療機器          採血用穿刺器具　　   ＪＭＤＮコード  70226000

届出番号  13B1X10144000001ジェントレット

取扱説明書を必ずご参照ください。
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使用方法等に関連する使用上の注意

1. 採血針を本体に装着する前に採血針の保護キャップを外さないでく

ださい。

2. 保護キャップを外した採血針は本体には装着できません。

無理に装着しようとすると故障の原因となります。

3. 採血針を本体に対し斜めに挿入しないでください。専用の採血針以

外のものを本体先端に挿入しないでください。［破損したり、針が露出

することがあります。］

4. 採血針の保護キャップを外して使用する前と採血後に、針が露出して

いないことを確認してください。

5. 使用後は採血針を針回収容器に入れ、安全に廃棄してください。

［使用後の針を触ると、けがや感染のおそれがあります。］

【使用上の注意】

重要な基本的注意

1. 指先から採血する場合は、穿刺前に、必ず流水でよく手を洗ってくだ

さい。

2. 果物等の糖分を含む食品などに触れた後、そのまま指先から採血す

ると指先に付着した糖分が血液と混じり、血糖値が偽高値となるおそ

れがあります。［アルコール綿による消毒のみでは糖分の除去が不十

分との報告があります。］

3. 以下のような末梢血流が減少した患者の指先から採血した場合は、

血糖値が偽低値を示すことがあります。

 ・ 脱水状態

 ・ ショック状態

 ・ 末梢循環障害

4. 耳朶等の組織が薄い部位への穿刺を行う場合には、穿刺部位の裏

側を直接指で支えないでください。［組織を貫通した針で指を穿刺し、

血液を介した感染のおそれがあります。貫通のおそれがある場合に

は、他の組織の厚い部位での穿刺について検討してください。］

【保管方法及び有効期間等】

保管方法

1. 水ぬれに注意し、直射日光、高温多湿を避け保管してください。

2. 本品の外側はやわらかい布などで拭き、常に清潔にしてください。

3. 汚れや異物などが本品の外側に付着した場合は、水、アルコールで

湿らせ固く絞った布などで拭き取り、乾燥させてください。本体を水、

アルコールなどの液体に浸漬したり、本品内部に液体が浸入すると、

内部の部品が破損することがあります。

使用回数

10000 回（自己認証（当社データ）による）

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

製造販売元

販売元
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